内閣総理大臣　安倍　晋三　様

安倍首相の靖国神社への真榊奉納と閣僚の神社参拝への抗議、
並びに、靖国神社の秋季例大祭への奉納物、参拝を行わないことを要望する

　わたしたちは、かねてから首相及び閣僚らが靖国神社に参拝すること、又奉納物等によって特定の宗教に関わることは、憲法違反であることを訴え、そのような行動をしないよう要望して参りました。
　先の靖国神社春季例大祭に首相は真榊を奉納しました。また麻生太郎副総裁兼財務相ら３人の閣僚が参拝し、国会議員１６８人が参拝しました。首相の容認の態度が大きく影響しています。
　靖国神社は、一宗教法人であり、公的な追悼施設ではありません。靖国神社は創建の由来とわが国の歴史において、天皇、国家、神道との癒着した国家神道として軍国主義を支える柱でありました。天皇の名の下に戦争に引き出し、戦死した者を「英霊」として顕彰し、戦争そのものを美化する装置となってきました。先の戦争においてわが国ばかりでなく、アジア諸国、及び対戦諸国には多大な犠牲者を出す過ちを犯しました。その反省を今もこれからも行なわなければなりません。敗戦後新しい憲法を制定しもう二度と戦争をしないこと（憲法９条）、国家と神道との結びつきによって起こした過ちを繰り返さないために政教分離の原則（憲法２０条）が規定されました。
　首相、閣僚が特定の宗教法人の靖国神社に関わることは明らかに憲法に違反します。軍国主義の国家に後戻りするような行動は許されません。強く抗議します。

また、報道によれば安倍首相が１０月の靖国神社秋の例大祭に参拝するのではとの疑惑の声があります。抗議、反対の声に真摯に向き合い、靖国神社への奉納、神社参拝をしないことを強く要望します。

　２０１３年４月２５日

　　　　　　　　　　　　　　　日本キリスト教会　靖国神社問題特別委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　加藤正勝
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